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私
た
ち
が
住
む
南
魚
沼
市
は
、
北
緯
37

度
（
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
市
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
な
ど
と

同
緯
度
で
、比
較
的
温
暖
な
都
市
が
多
い
）

に
位
置
し
、
人
が
住
む
地
域
と
し
て
は
世

界
有
数
の
豪
雪
地
で
す
。
雪
冷
熱
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
長
岡
技
術
科
学
大
学
・

上
村
教
授
に
よ
る
と
、「
豊
富
な
資
源
が

天
か
ら
降
っ
て
く
る『
北
緯
37
度
の
奇
跡
』

と
も
い
う
べ
き
地
域
」
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
実
際
に
生
活
し
て
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
、
冬
季
間
の
雪
下
ろ
し
な

ど
の
除
雪
作
業
は
と
て
も
つ
ら
く
、
車
の

運
転
に
も
支
障
を
き
た
す
生
活
の
邪
魔
者

と
い
う
認
識
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
て
も
、
昭
和
の
前
半
ま
で

は
冬
季
の
生
活
を
営
む
う
え
で
多
す
ぎ
る

雪
を
ど
の
よ
う
に
し
て
克
服
す
る
か
と
い

う
「
克
雪
」
が
雪
国
の
最
大
の
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
除
雪
機
や
消
雪
パ
イ

プ
な
ど
が
普
及
し
た
昭
和
の
後
半
か
ら

は
、
雪
を
娯
楽
的
に
活
用
で
き
な
い
か
と

い
う
視
点
か
ら
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
な
ど
、
雪
を
生
活
の
な
か
で
利
用
し

て
い
く
と
い
う
「
利
雪
」
が
テ
ー
マ
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
の
時
代
に
な

る
と
雪
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
地
域
の

産
業
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
う

「
親
雪
」
の
発
想
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
親
雪
」
の
発
想
か
ら
生
ま
れ
て

今
一
番
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
雪
国
の
知
恵
「
雪ゆ
き
む
ろ室
」
を

応
用
し
た
雪
室
貯
蔵
・
雪
冷
房
技
術
で

す
。
実
は
、
新
潟
県
中
越
・
上
越
地
域
に

は
日
本
で
最
も
多
く
の
雪
室
が
集
積
し
て

北
緯
37
度
の
奇
跡

雪
の
産
業
化

　

「
克
雪
」
か
ら
「
利
雪
」
へ
、

そ
し
て
「
親
雪
」
へ
と
雪
に
対

す
る
発
想
が
転
換
し
ま
し
た
。

「
雪
の
産
業
化
」
に
よ
る

 
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

【
問
合
せ
】 

Ｕ
＆
Ｉ
と
き
め
き
課

　☎
７
７
３
・
６
６
５
９

特集
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お
り
、
雪
の
産
業
化
と
い
う
意
味
で
は
国

内
で
も
有
数
の
先
進
地
な
の
で
す
。
す
で

に
市
内
に
は
大
小
11
棟
の
雪
室
施
設
が
あ

り
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
日
本
酒
や
ワ

イ
ン
・
米
・
野
菜
・
肉
な
ど
の
多
く
の
商

品
が
貯
蔵
さ
れ
、
全
国
の
消
費
者
か
ら
注

目
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い
雪
室
ブ
ラ
ン

ド
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

雪
室
は
冷
蔵
庫
の
よ
う
な
電
気
振
動
が

な
く
、
光
や
乾
燥
に
よ
る
食
品
へ
の
影
響

が
少
な
い
た
め
、鮮
度
が
一
定
に
保
た
れ
、

糖
度
や
お
い
し
さ
が
向
上
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
送
風
装
置
以

外
の
電
力
を
使
わ
な
い
た
め
光
熱
費
や
二

酸
化
炭
素
排
出
ガ
ス
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
食
品
だ
け
で
な
く
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
サ
ー
バ
ー
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
熱
の
冷
却
、
医
薬
品
の
備
蓄
、
夏
季
の

災
害
時
避
難
所
の
電
源
喪
失
対
策
へ
の
活

用
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。
食
糧
・
医
薬

品
は
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
首
都

る
無
観
客
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
当
初

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
今
後
の
雪
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
会
場
で
活
用
す
る
予
定
だ
っ
た
雪
の
一

部
は
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
で
活
用
し
、
会
場
内
の
暑

さ
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
の
冷
却
に
効
果
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
親
雪
」
と
い
う
発
想
か
ら
生

ま
れ
た
「
雪
の
産
業
化
」
と
い
う
観
点
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
国
際
的
な
環
境
変
動

対
策
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

潮
流
を
基
に
し
た
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
主
役
に
ま
で
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。雪
資
源
が
豊
富
な
地
域
は
、

人
口
が
流
出
し
比
較
的
産
業
が
集
積
し
て

い
な
い
北
日
本
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
雪

を
産
業
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

圏
と
日
本
海
を
結
ぶ
一
大
物
流
拠
点
と
し

て
雪
室
倉
庫
群
が
集
積
す
る
、
ス
ノ
ー

フ
ー
ド
・
バ
レ
ー
に
発
展
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
や
事
業
所
・
公
共
施
設
・

家
庭
で
の
雪
冷
房
の
活
用
は
、
適
度
な
湿

度
を
含
む
体
に
優
し
い
天
然
の
ク
ー
ラ
ー

で
、
空
気
清
浄
機
能
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

電
気
料
の
低
減
と
い
う
点
で
今
後
普
及
が

見
込
ま
れ
、
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
役
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
将

来
的
に
輸
送
コ
ス
ト
の
低
減
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
南
魚
沼
の
雪
が
首
都
圏
の

夏
季
の
ヒ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
を
解
消
す

る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
で
雪

冷
房
体
験
を
多
く
の
人
か
ら
体
感
し
て
も

ら
い
、
世
界
に
向
け
て
雪
資
源
活
用
を
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

き
れ
ば
、
雇
用
の
場
の
創
出
を
促
し
、
人

口
の
流
入
や
定
住
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
暗
い
・
寒
い
・
つ
ら
い
と
い

う
雪
国
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
環

境
に
優
し
い
天
然
資
源
の
豊
富
な
地
域
と

い
う
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
へ
変
換
を
促
す
こ

と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
長
岡
技

術
科
学
大
学
な
ど
の
学
術
機
関
や
市
内
企

業
な
ど
と
共
同
で
、
雪
利
用
に
関
す
る
勉

強
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
他
の

豪
雪
地
と
連
携
し
、
学
術
機
関
か
ら
の
知

識
や
技
術
を
応
用
し
な
が
ら
、
雪
を
活
用

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

雪
の
産
業
化 

＋ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

雪室に雪を入れている様子

雪室貯蔵商品の一例

ワクチン接種会場で
雪のクーラーを稼働

ＦＩＶＢビーチバレーボール
ワールドツアー 2018（東京都港区）
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～第２回 水道事業が抱える課題～～第２回 水道事業が抱える課題～

南魚沼市水道事業の現状と課題南魚沼市水道事業の現状と課題

【問合せ】水道課　☎７７４・３１４１

①人口減少と水道使用量の減（将来の経営状況）

②高い水道料金（10ｍ3 まで一律の基本料金）

③畔地浄水場の将来運用と非常用水源（更新費用を抑える事業方針）

畔地浄水場を整備するまでと現在の課題

　南魚沼市は緑豊かな山々に囲まれ、昔から清
く澄んだ豊かな水に支えられ暮らしてきました。
　以前の水道は、井戸水や湧き水を塩素で滅菌
処理して供給していたため、とても安価に使用
することができました。しかし、小規模な水道
施設が各地に点在していたので、施設の管理に
は大変苦労をしていました。また、交通網の発
展に伴う観光人口の増加やトイレの水洗化、地
盤沈下対策への井戸規制など、水の需要の大幅
な増加が見込まれていました。このことから、
将来にわたり水道を安定供給するため、三国川
ダムを水源にして、水道施設を集約した畔地浄
水場を整備することが決定したのです。

　畔地浄水場は、河川の水を短時間で浄水処理
をして、各地へ大量に送水するシステムのため、
大規模な建物と大型機器、高度な水処理を行う
設備に、多額の投資が必要でした。しかし、運
用開始から 30 年が過ぎ、水の需要が当初想定し
た水量の半分にも満たない量に低下しているの
が現状です。今後、畔地浄水場の老朽化が進み、
大規模な施設の更新に多額の費用が必要となる
ことが見込まれています。このため、将来の費
用負担が軽くなるように事業方針の判断をしな
ければなりません。このほかにも「料金が高い」
などの課題も抱えています。
　今回は、これらの水道事業の課題について紹
介します。

三国川ダム（写真提供：三国川ダム管理所）

南魚沼市水道事業の課題
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①人口減少と水道使用量の減

②高い水道料金（一般用の料金を近隣市と比較）

減少が見込まれています。これを事業収支で表す
と、令和 40 年度には収入が約 10 億円（令和元年
度は 18 億円）、支出は約 14 億円（令和元年度は
18 億円）、赤字が４億円の試算となります。
　一方で、施設の維持管理費などの削減は、大き
な改善ができない状況です。これ以上、事業の経
営悪化は避けなければなりませんが、みなさんの
負担を増やすことは難しいと考えています。

　市の人口は、平成 27 年の約 5.9 万人に対して、
令和 47 年は約 2.7 万人で、53.9％減少すると推計
しています。（南魚沼市人口ビジョン 2020）
　人口減少は、使用水量（有収水量）の減少となっ
て、水道事業にも影響を及ぼします。令和元年
度の有収水量 600 万㎥に対して、令和 40 年度で
は 365 万㎥（39.2％減）になると試算しています。
人口より減少率は緩やかですが、将来的に大きな

　市の水道料金は、基本料金と従量料
金を組み合わせて計算しています。水
道メーターの検針値で計算し、一般用
水道料金は 10 ㎥まで基本料金で 2,460
円です。一般家庭のメーター口径は、
ほとんどが 13 ㎜か 20 ㎜で、市の水道
加入件数の 95％を占めています。そ
のうち約 34％は、月の使用量は 10 ㎥
以下ですが、料金は一律 2,460 円を支
払っていることになります。
　一方、近隣の市では、水道加入時に
設置する水道メーターの口径によっ
て、基本料金が異なる「口径別水道料
金」を採用し、従量料金は安価になっ
ています。しかしメーター口径 50 ㎜
の場合で比較すると、基本料金に差が
あるため、南魚沼市の方が安価になる
場合があります。
　このような基本料金の矛盾を解消し
つつ、一般家庭の料金負担を軽減する
ため、「口径別料金」の採用と、水道メー
ターの口径が大きい営業・事業用の使
用者に対する料金を見直すことで、将
来の料金収入の安定化を図ることがで
きないか検討を始めています。
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平成22年度 令和元年度 令和10年度 令和20年度 令和30年度 令和40年度

（万㎥）（億円）

収入 支出 損失 使用水量

経営状況の推移

南魚沼市　水道料金（用途別料金・税込）

基本料金（10㎥まで）� 円 従量料金 1㎥ごとに� 円

一般用�
（すべてのメーター） 2,460

11～5,000㎥ 246
5,001～10,000㎥ 214
10,001㎥～ 134

20㎥ 
使用料金

メーター 13 ㎜（全メーター共通）
　2,460+（246×10㎥）＝4,920円
メーター 50 ㎜（全メーター共通）
　2,460+（246×10㎥）＝4,920円
魚沼市　水道料金（口径別料金・税込）

基本料金（０㎥）� 円 従量料金 1㎥ごとに� 円

メーター
13㎜ 770 0～10㎥ 51.7
20㎜ 957 11～20㎥ 128.7
50㎜ 12,507 21～30㎥ 134.2

20㎥ 
使用料金

メーター 13 ㎜
　770+（51.7×10㎥）+（128.7×10㎥）＝2,574円
メーター 50 ㎜
　12,507+（51.7×10㎥）+（128.7×10㎥）＝14,311円

小千谷市　水道料金（口径別料金・税込）

基本料金（０㎥）� 円 従量料金 1㎥ごとに� 円

メーター
13㎜ 1,595 0～10㎥ 55.0
20㎜ 1,859 11㎥～ 172.7
50㎜ 13,662

20㎥ 
使用料金

メーター 13 ㎜
　1,595+（55×10㎥）+（172.7×10㎥）＝3,872円
メーター 50 ㎜
　13,662+（55×10㎥）+（172.7×10㎥）＝15,939円

※ �20 ㎥の使用は、大人２人と子ども１人の世帯を想定した
　水量の例です。
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③畔地浄水場の将来運用と非常用水源

　◆次回は、令和２年度水道事業会計決算についてお知らせします。

　非常用水源井戸は、畔地浄水場より標高が高く、ポンプ動力費の負担が大きい塩沢地域から進めていま
す。上田、舞子、石打のさく井工事は完了しました。引き続き、稼働に必要な電気設備など施設整備を実
施して、備えを充実させていきます。
整備済の非常用水源　４箇所（薮神、田崎、畔地、天野沢）

新規整備する非常用水源　７箇所（船ヶ沢、名木沢、大巻、二日町、舞子、上田、石打）

「水源の転換」に向けた整備計画イメージ図

　将来は、魚野川の東西を６ブロックに分け、それぞれに水源を確保して災害時の断水を回避します。加
えて、将来の更新費用を抑えるためには、非常用水源井戸の常用化と浄水場の規模縮小または廃止が重要
なポイントになります。

 

畔地浄水場

・高い水道料金

・低い施設稼働率、維持管理費の負担が大きい

・多額の更新費用

・集約的で災害時に受ける影響が広範囲

「ダム水源による集中配水方式」

「井戸水源による

地域別配水方式」

・魚野川の東西で６ブロックに分け、各地に非常用水源井戸を整備

・地盤沈下の影響を検証してから、ブロックごとに常用化

・畔地浄水場からのポンプ動力費を削減

・既存の送水管に接続、災害時は水を融通して、大規模断水を回避

① ②

③
④

⑤ ⑥
・更新費用を抑制

・井戸の整備で施設規模の縮小が可能

・畔地で井戸の運転を監視

・建物は既存のものを利用

現在の運用

将来の運用

魚
野
川

畔地
浄水場
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　「眠れていないようだ」「元気がない」
など、いつもと様子が違ったら、要注意。
悩みを抱えているサインかもしれません。

　「眠れてる？」「どうしたの？なんだか
辛そうだけど…」など声をかけることで、
悩んでいる人の話すきっかけを作ります。

　専門機関を紹介した後も、悩みは繰り返すものです。
必要があればまた相談にのることを伝えましょう。

　早めに精神科や相談窓口を紹介したり、
かかりつけ医への相談を促したりします。
　一方的に押し付けることはせず、本人の
了解を得て必要な情報を提供しましょう。

　一方的な説得、否定、安易に励ますこと
はせず、しっかりと悩みに耳を傾け、「話
してくれてありがとう」「大変でしたね」
などのねぎらいの言葉をかけましょう。

　あなたもできる大切な人を守る５つの行動　一人ひとりがゲートキーパー（いのちの門番）になるために

　先の見えない不安など、悩みを相談できる場所があります　相談窓口をご利用ください 

新
潟
県
は
自
殺
者
が
多
い

　

県
の
自
殺
死
亡
率
は
、
全
国
と

比
較
し
て
４
番
目
に
高
く
（
令
和

元
年
）
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
自

殺
死
亡
率
は
県
よ
り
も
さ
ら
に
高

い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
自
殺
で

亡
く
な
る
人
は
年
間
平
均
で
約
17

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

は
前
年
の
総
数
を
既
に
上
回
っ
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
深
刻
な
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

誰
も
が
な
り
う
る
心
の
不
調

　

ス
ト
レ
ス
は
心
の
不
調
に
つ
な

が
り
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
不
安

に
な
り
や
す
い
で
す
。
不
調
ゆ
え

に
解
決
へ
の
視
野
が
狭
く
な
り
、

判
断
力
も
低
下
し
ま
す
。
そ
こ
に

環
境
の
変
化
や
経
済
面
な
ど
複
数

の
要
因
が
重
な
る
と
、
誰
も
が
自

殺
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
、
生
き
る
支
援
を
め
ざ

し
て
、
平
成
31
年
３
月
に
「
南
魚

沼
市
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し

て
、
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

「
誰
に
も
言
え
な
い
悩
み
」こ
そ

誰
か
の
助
け
が
必
要
で
す

気づき

声かけ

見守り

つなぎ

傾聴（よく聞く）

相談窓口 電話番号など 開設時間

電
話
相
談

南魚沼市役所保健課 ７７３・６８１１　

月～金曜日（祝日除く）
８：30～17：15

南魚沼市包括支援センター ７７３・６６７５
南魚沼地域振興局健康福祉環境部
（南魚沼保健所） ７７２・８１３７

中越いのちとこころの支援センター ０２５８・８８・００７０
新潟いのちの電話〔長岡〕 ０２５８・３９・４３４３ 毎日24 時間対応
＃いのちＳＯＳ（ＮＰＯ法人 自殺対策
支援センターライフリンク） ０１２０・０６１・３３８ 毎日12：00～22：00

チャイルドライン（ＮＰＯ法人 チャイルド
ライン支援センター）
※�相談対象は 18 歳まで。チャットでの
相談も受け付けます

０１２０・９９・７７７７

毎日16：00～21：00

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

ＮＰＯ法人 自殺対策支援センターライ
フリンク

ＬＩＮＥ@yorisoi-chat１ ・水・土曜日以外17：00～22：30
　（22 時まで受付）
・水曜日 11：00～16：30
　（16 時まで受付）
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市有財産の売却
【問合せ・申込み】財政課 用地管財班　☎７７３・６６７１

　市において不要となった建物（土地を含む）を公募により売却します。

売�払の方法　申込みや建物の内覧受付は、財政課で行います。購入希望者には、売却説明資料と売払い
申請書を配布します。内容を確認して申請書をご提出ください。希望者が複数の場合、別途入札を実
施します。

申込期間　９月２日㈭～ 30 日㈭

財産の種類と価格 財産の表示 記　事

土地　
5,110,000 円

南魚沼市六日町 937 番 14
地目：宅地
面積 201.30㎡（約 60 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種中高層住居専用地域
第２種中高層住居専門地域
建ぺい率 60％、容積率 200％
前面道路は市道（道路幅員７.４ｍ）

南魚沼市六日町 936 番 20
地目：宅地
面積 39.75㎡（約 12 坪）

建物
2,780,000 円

南魚沼市六日町 937 番地 14
専用住宅、木造亜鉛メッキ鋼板葺２階建、
延床面積 113.86㎡（約 34 坪）

太陽光発電システム 3.0 ＫＷ
平成 22 年 11 月建築

合計
7,890,000 円

・�土地と建物などは、現況渡しとなります。（太陽光発電システムあり、実験用
設備は一部未撤去です）
・建物は電気、上下水道に接続済みです。消雪用井戸は設置されていません。
・�南側屋根の落雪対策が必要です。また、温水循環融雪方式ですが、熱源設備は
撤去されています。これらの対策費用相当額を建物の金額から控除しています。

財産の種類と価格 財産の表示 記　事

土地
1,440,000 円

南魚沼市雷土新田 767 番
地目：宅地
面積 198.24㎡（約 59 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
無指定地域
建ぺい率 70％、容積率 200％
前面道路は一般県道大桑原・芋赤線
　（道路幅員約６.６ｍ）

合計
1,440,000 円

・土地は、現況渡しとなります。
・上下水道は接続済みです。消雪用井戸は設置されていません。

旧上町エコ住宅（省エネルギー実験住宅）物件 1

旧三用小学校教職員住宅用地物件 2
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財産の種類と価格 財産の表示 記　事

A
土地

8,040,000 円

南魚沼市浦佐 5342 番 42
地目：宅地
面積 316.72㎡（約 95 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種低層住居専用地域
一部第１種中高層住居専用地域
建ぺい率 50％、容積率 100％
前面道路は市道（道路幅員約４.７ｍ）

B
土地

5,300,000 円

南魚沼市浦佐 5342 番 71
地目：宅地
面積 210.48㎡（約 63 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種低層住居専用地域
建ぺい率 50％、容積率 100％
前面道路は市道（道路幅員約４.７ｍ）

C
土地

5,200,000 円

南魚沼市浦佐 5342 番 70
地目：宅地
面積 210.93㎡（約 63 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種低層住居専用地域
建ぺい率 50％、容積率 100％
前面道路は市道（道路幅員約４.７ｍ）

D
土地

5,470,000 円

南魚沼市浦佐 5342 番 38
地目：宅地
面積 210.75㎡（約 63 坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種低層住居専用地域
一部第１種中高層住居専用地域
建ぺい率 50％、容積率 100％
前面道路は市道（道路幅員約４.７ｍ）

・土地は、現況渡しとなります。
・上下水道は接続済みです。消雪用井戸は設置されていません。

 
 浦佐小学校グラウンド

主
要
地
方
道
塩
沢
・
大
和
線

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｄ

旧市有天王町住宅用地物件 3
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南魚沼市プレミアム付商品券の販売期間は９月30日（木）までです
【問合せ】南魚沼市プレミアム付商品券事業協議会
　　　　　事務局：一般社団法人 南魚沼市まちづくり推進機構　☎７７８・０５１１

　南魚沼市プレミアム付商品券の販売期限が迫ってきました。購入予定の人は、期限にご注意ください。

販売期間　９月 30 日㈭まで
使用期間　令和４年１月 31 日㈪まで
購入方法　販売窓口で引換券を提示して、現金で購入
販売金額　１冊 7,500 円（１世帯５冊まで）
※�１冊は 1,000 円券 10 枚で 10,000 円分利用できます。
（共通券４枚と限定券６枚のセット）
共通券  取扱店全店で使えます
限定券  �大規模小売店、チェーン店などを除く店舗で

使えます

販売窓口 販売時間 備考

南魚沼市観光協会（道の駅 南魚沼内）

9：00～17：00

─
うおぬま・浦佐駅観光案内所「Ｍ

ミ ュ ウ
ＹＵ」 火曜日を除く

六日町駅観光案内所 水曜日を除く
市内の郵便局
※簡易郵便局では取り扱いません 土・日曜日、祝日を除く

使�用できる店舗　この市報に折り込みの取扱
店一覧表（８月 20 日時点）でご確認くだ
さい。

※�最新の取扱店や注意事項など詳しくは、次
のウェブサイトかQRコードからご覧いた
だくか、お問い合わせください

　南魚沼市プレミアム付商品券

　ウェブサイト

　http://minamiuonumapv.info

販売窓口

災 害 に
備 え て 防災コーナー

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎７７３・６６６０

　台風が多く発生する時期になってき
ました。大雨による洪水や土砂災害、
暴風による物の飛散による事故などの
災害が発生する可能性があります。台
風が来る前に、あらかじめ災害に備え
ておきましょう。

避難場所の確認など

　避難方法や避難所の位置、避難経路
などをあらかじめ確認しておきましょ
う。自宅が安全な場合は、自宅の２階
への移動なども避難
です。避難所の場所
や危険箇所は、防災
マップで確認するこ
とができます。

家の外の備え

・窓や雨戸はしっかりと閉め、必要に応じて補強する。
・風で飛ばされそうな物は固定するか、家の中にしまう。
※作業は雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう
家の中の備え

・�懐中電灯、ラジオ、飲食料品、常用薬、着替えなど
の非常用品の確認と準備

・�窓ガラスに飛散防止フィルムを貼るなど、万一の飛
来物の飛び込みへの備え

非常時の備え

　いつでも避難できるように、非常持ち出し品を用意
しておきましょう。

台風による災害に備えましょう

ウェブ版防災マップ

ＱＲコード

・リュックサック
・飲料水
・食料品
・マスク

・消毒液
・体温計
・懐中電灯
・常用薬

・携帯電話（充電器）
・着替え
・タオル　    など

非常持ち出し品の例
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次世代につなげる
　　企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

ネクスト

Minami  Uonuma  NEXT
エム ユー

〒 949-7226　南魚沼市山崎新田 1000 番地７

☎・FAX ７７５・７６１８

Ｒ
リ ョ ウ キ

ＹＯＫＩ Ｐ
プ ラ ン ト

ＬＡＮＴ Ｆ
フ ァ ク ト リ ー

ＡＣＴＯＲＹ 浦佐合同会社

シリーズ ㉑

最新の技術で安定的に農作物を生産

　菱
りょうき

機工業株式会社の植物工場システムの研究開発部門とし
て、平成 28 年１月に設立しました。雪国に適した植物工場の
普及拡大のため、異なる空調システムを組み合わせる研究に
取り組むほか、企業や大学との共同研究による新技術の開発、
植物工場の運営に携わる技術力の向上をめざしています。
　現在、工場で水耕栽培したレタスなどを南魚沼地域のホテ
ルや飲食店、スーパーへの出荷や、ふるさと納税の返礼品へ
の出品などで、多くの受注につながっています。

今の仕事や職場について語ってもらいました

次世代につなぐ社員

森山　輝子さん

林市長

市長　この会社で働くきっかけは？
森山　新聞で竣工式の記事を見て、栽培技術がすご
　いと思っていました。もともとは事務系の仕事を
　していましたが、求人情報を見て、転職しました。
市長　この会社の良いところは？
森山　栽培室の中は、一年を通して気温が変わらな
　いので快適です。生鮮食品を扱っていることもあ
　り、非常に衛生的できれいな環境で働いています。
市長　仕事のやりがいなどを教えてください。
森山　大型連休前などに出荷数が増えたり、ふるさ
　と納税の返礼品としてリピーターも増えてきて、
　「おいしい」という感想をいただいた時にやりがい
　を感じます。
市長　若者がＵターンするときにこんな政策があっ

　たらいいなと思うものはありますか。
森山　市には本

ま じ

気丼やスキー場など多くの魅
　力があると思うので、魅力ある街だという
　こと、魅力のある職場があるということを
　発信していってほしいです。
市長　現在、南魚沼市では、南魚沼市まちづ
　くり推進機構とともに企業紹介ビデオの作
　成や、図書館での企画展など、企業情報を
　発信する事業を行っています。若者向けの
　帰省バス事業で企業紹介ビデオを流したり、
　ＭＵネクストなどの記事を掲載したりして、
　若者に市内の企業を知ってもらえる機会を
　増やしていきたいと思います。

左から取締役 植物工場推進室長 若松繁喜さん、

森山輝子さん、林市長、植物工場推進室 副部長 

谷口直博さん

施設についての説明

を受ける様子

企業募集中　掲載を希望する場合は、商工観光課 商工振興班（☎７７３・６６６５）までお問い合わせください。
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新型コロナウイルス感染症のワクチン接種情報

　接種当日のキャンセル待ち協力隊を募集しています

　集団接種の申込み

　新型コロナワクチンの接種方法

集団接種の対象年齢を全年齢層（16 歳以上）に拡大します

　９月 27 日㈪から集団接種の対象者を全年齢層（16 歳以上）に拡大します。現在実施している集団接
種センターでの予約受付は 10 月３日㈰が最終日となり、集団接種は 10 月 31 日㈰で終了します。11 月
１日㈪以降は、各医療機関での個別接種を主とした体制に移行します。
　市の新型コロナワクチン接種率は、８月 15 日時点で 43.48％（２回接種終了）となり、市民の４割が
接種を行っています。しかし、全国で新型コロナウイルス感染症が爆発的に拡大し、新潟県内でも感染
者が増加している状況です。年代別の感染状況では 20 代を中心に、10 代から 50 代まで感染が拡大し、
今後も新型コロナワクチンの接種を着実に進めていく必要があります。

　１回目・２回目のいずれも、接種が確実にできる日程でご予約ください。
※予約後に体調不良などでキャンセルする場合は、必ずご連絡ください

　集団接種会場でキャンセルが発生した場合に、ワクチンの廃棄を防止するため、当日のキャンセル待
ちが可能な人を募集しています。
※電子メール限定受付。詳細は、市ウェブサイトでご確認ください

　コールセンター（予約・キャンセル）

　　南魚沼市新型コロナワクチンコールセンター　☎０２５・７８８・０７６５ （平日8：30～17：00）

【問合せ】新型コロナワクチン接種対策室　☎７７５・７１１４
保健課　☎７７３・６８１１

対象者 16 歳以上の人（平成 18 年４月１日以前に生まれた人）

予約受付
９月６日㈪～10月３日㈰
※集団接種の予約数には限りがあるため、早期に受付を終了することがあります

申込方法

ウェブ予約。詳しくは、市ウェブサイトか市報８月 15 日号をご確認ください。
予約は１回目のみ行ってください。（２回目は自動予約されます）
※インターネット環境がない人は、コールセンターにお電話ください

接種期間
１回目　９月27日㈪～10月10日㈰
２回目　10月18日㈪～10月31日㈰

※会場受付時間
　８：30～11：30

接種会場
日・月・火・水曜日　第１接種センター（五日町雪国スポーツ館）
木・金曜日　第２接種センター（旧第二上田小学校）

注意

ワクチンはファイザー社ワクチンを使用しており、原則２回の接種が必要です。
２回目の接種日は、１回目の接種の翌日から 21 日後になります。（ファイザー社推奨）
接種日の例　１回目 ９月27日㈪ ⇒ ２回目 10月18日㈪

対象者 接種方法 予約申込先 備考

12歳～15歳

  （平成 18.４.２～平成 22.４.１に生まれた人） 個別接種 医療機関 接種日に満12歳

16 歳以上

  （平成 18 年４月１日以前に生まれた人）
集団接種 ウェブ予約

個別接種 医療機関
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　個別接種を行っている医療機関一覧

※【小児対応】の医療機関では、12～15 歳のワクチン接種を行っています

地域 医療機関 接種日・時間 予約受付時間

大
和
地
域

萌気園　浦佐診療所
【小児対応】
☎ 090・2459・1000

月～土曜日　不定期
※�電話かウェブ予約（診療所の
ウェブサイトをご確認ください）

月～金曜日� 9：00～11：00
� 14：30～16：00

ゆきぐに大和病院
【小児対応】☎ 777・2111

土曜日� 13：30～16：00 火～金曜日� 13：30～15：00

うらさ耳鼻科クリニック ウェブ予約（クリニックのウェブサイトをご確認ください）

六
日
町
地
域

河内医院
☎ 772・2355

火・金曜日
（時間はお問い合わせください）

月・火・水・金曜日
� 16：00～17：00

城内診療所
☎ 775・2009

月・木・金曜日� 11：00～11：3014：00～15：30 月～金曜日
� 10：00～11：30

15：00～16：00

南魚沼市民病院
☎ 788・1174

金曜日� 14：30～16：30 月～金曜日� 15：00～17：00
※第３月曜日、祝日を除く

齋藤記念病院
☎ 070・4560・7723

金曜日� 15：00～16：00 月・火・木・金曜日
� 14：00～17：00

萌気園　二日町診療所
【小児対応（基礎疾患なし）】
☎ 080・2369・3627

月～木曜日� 9：45～10：30
� 15：15～16：00
日曜日� 9：45～10：30
※�電話かウェブ予約（診療所の
ウェブサイトをご確認ください）

月～金曜日� 9：00～11：00
� 14：00～16：00

米倉医院
☎ 778・1121

月・火・水・金曜日
� 15：30～16：30

月・火・水・金曜日
� 15：30～16：30

六日町こどもクリニック
【小児対応】 ウェブ予約（クリニックのウェブサイトをご確認ください）

塩
沢
地
域

荒川診療所
☎ 782・0524

火曜日� 14：30～16：00
月・火・木・金曜日
� 8：00～17：30
土曜日� 8：00～17：00

あんべクリニック
☎ 782・5355

月・火・水・金曜日
� 14：30～16：00

月・火・水・金曜日
� 9：00～12：30

15：30～17：30
木・土曜日� 9：00～12：30

今泉記念館
ゆきあかり診療所
【小児対応】☎ 788・0760

月・木曜日� 10：00～11：00
月～土曜日� 9：00～12：00
月・火・木・金曜日
� 14：00～17：00

風間内科医院
【小児対応】☎ 782・6688

月～金曜日� 15：00～16：30
土曜日� 9：00～11：30

月・火・水・金曜日
� 9：00～17：00
木曜日� 15：00～17：00
土曜日� 9：00～12：00

中之島診療所
【小児対応】☎ 782・0130

月・木曜日� 14：30～14：45
火曜日� 14：45～15：15

月～金曜日� 13：30～17：30
第２・第４土曜日
� 8：30～11：30
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に

掲
載
し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
中
止
や
延
期
・
内
容
が

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
、
各
問
合
せ

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応

急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な
ど
、

実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
で
す
。

初
め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日�

10
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
20
人

費
無
料

〆
10
月
９
日
㈯

他�
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」を
、め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
、
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

日
９
月
16
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〆
９
月
10
日
㈮

事
務
養
成
科
２
期

対�

パ
ソ
コ
ン
の
事
務
ス
キ
ル
と
マ

ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る

人
期
10
月
５
日
㈫
～
12
月
28
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

会�

キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教

室〔
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１

－

２
〕

定
14
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
９
月
14
日
㈫

�

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

（
入
門
編
）

対
観
光
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
、

　

英
会
話
に
興
味
の
あ
る
人

期
10
月
７
日
㈭

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講
星ほ
し

優ゆ
う

子こ

氏

定
10
人

費
２
，９
０
０
円

〆
９
月
29
日
㈬

�

Ｉ
Ｔ
活
用
・
Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
基
礎
講
座
２

対�

マ
ウ
ス
操
作
・
キ
ー
ボ
ー
ド
入

力
が
で
き
る
人

期
10
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会�

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ

プ
魚
沼
教
室

定
12
人

費
４
，７
０
０
円

〆
９
月
30
日
㈭

測
定
応
用
コ
ー
ス

対�

機
械
検
査
２
級
・
３
級
受
検
予

定
者

期
10
月
22
日
㈮
・
29
日
㈮

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講�

金か
な

谷や

修お
さ
む

氏
（
厚
生
労
働
省
も
の

づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
）

定
８
人

費
４
，７
０
０
円

〆
10
月
13
日
㈬

Ａオ

ー

ト

ｕ
ｔ
ｏ
Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ
基
本
操
作

対�

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
礎
を
学

び
た
い
人

期
10
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講
大お
お
た
き
ま
さ

滝
昌
子こ

氏

定
８
人

費
４
，７
０
０
円

〆
10
月
14
日
㈭

Ｉア
イ
オ
ー
テ
ィ
ー

ｏ
Ｔ
入
門
コ
ー
ス

対
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

期
10
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
10
月
15
日
㈮

�

Ｄ
Ｓ
介
護
員
養
成
科
（
Ｄ
Ｓ
：

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の
略
。
職
場

実
習
付
き
職
業
訓
練
）

対�

介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

学
び
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
人

期�

10
月
26
日
㈫
～
令
和
４
年
１
月

25
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時�

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
延
長
の
場
合
あ
り
）

会�

Ａ
Ｂ
Ｃ
魚
沼
研
修
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
小
出
島
１
１
７
７
〕

定
12
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己

負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
10
月
４
日
㈪

お知らせ
問問合せ  申申込み  日日時　  期期間

時時間　  会会場　  対対象　  資資格

定定員　  費費用　  〆締切　  内内容　

講講師　  相相談員  持持ち物  他その他　

Ｆファックス　　　 メール

問 �

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
0

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

10
月
入
校
生
募
集

問
・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

催
し
・
講
座
・
募
集

問�

・
申 

南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

☎
７
８
２
・
５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

10
月
17
日
㈰
に
投
票
予
定
の
南

魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
期

日
前
と
当
日
の
投
票
立
会
人
を
募

集
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
立
会
人

期
10
月
11
日
㈪
〜
16
日
㈯

※
複
数
日
申
込
み
可

時
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

立�

会
投
票
所　

本
庁
舎
、
大
和
庁

舎
、
塩
沢
庁
舎
、
南
魚
沼
市
図

書
館

募
集
人
数　

42
人
以
内

報
酬　

１
日
９
，６
０
０
円

当
日
投
票
立
会
人

日�
10
月
17
日
㈰

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

立�

会
投
票
所　

自
分
の
投
票
す
る

投
票
所

募
集
人
数　

各
投
票
所
２
人

報
酬　

１
０
，９
０
０
円

共
通
事
項

資�

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
候
補
者
や
そ
の
関
係

者
な
ど
で
な
い
人

募�

集
期
間

　

９
月
６
日
㈪
〜
13
日
㈪

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
。立
会
日
や
投
票
所
な
ど
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
あ
り
。

食
費
・
交
通
費
は
自
己
負
担
。

※�

衆
議
院
選
挙
の
日
程
に
よ
っ
て

は
日
時
が
変
更
す
る
場
合
あ
り

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

防
火
対
象
物
の
収
容
人
数
が
一

定
数
あ
る
と
、
資
格
を
有
す
る
防

火
管
理
者
を
定
め
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

日�

９
月
28
日
㈫　

午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
、
９
月
29
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

費�

１
，７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　

収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の

特
定
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

は
、
５
年
以
内
に
再
受
講
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。

日�
９
月
29
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

費
１
，４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

共
通
事
項

会
塩
沢
公
民
館 

講
堂

定
40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

９
月
18
日
㈯
ま
で

※�

申
込
み
は
、
消
防
本
部
か
各
消

防
署
ま
で
。
申
込
み
時
に
、
証

明
写
真
１
枚（
縦
３
㎝
×
横
２･

４
㎝
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労

に
悩
む
若
者
を
家
族
と
し
て
ど
う

理
解
し
、
ど
う
支
え
る
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
や

家
族
支
援
を
研
究
し
て
い
る
斎
藤

ま
さ
子
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

日�

９
月
25
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者
の
家
族

申�

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 問・申 魚沼サンティックスクール
 ☎７７２・４５５４　Ｆ７７８・１１５８

10 月訓練コース受講生募集

訓練コース　南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース
コース名 実施期間 曜日 時間

パソコン　エクセル中高年 10/１～11/２  （全９回） 火・金
18：30～21：20

２級電気工事施工管理技士（実地）受験対策 10/21～11/９（全６回） 火・木

英会話（スキーインストラクター向け） 10/23～11/27（全６回） 土 9：00～11：00

安全衛生教育

コース名 実施日 問合せ・申込先

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 10/ １㈮ 建設業労働災害防止協会
新潟県支部中越駐在室
☎０２５８・８６・８１０２フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 10/18 ㈪

問�

・
申 

南
魚
沼
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
７
３
・
６
４
３
４

南
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
投
票
所
の
立
会
人
募
集

問�

・
申 

消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２
・
５
３
３
０

 

南
魚
沼
市
消
防
署
大
和
分
署

　

☎
７
７
９
・
４
６
０
０

 

南
魚
沼
市
湯
沢
消
防
署

　

☎
７
８
４
・
３
３
７
７

甲
種
防
火
管
理
新
規（
再
）講
習

問�

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い
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南
魚
沼
の
魅
力
を
ど
う
す
れ
ば

も
っ
と
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
あ
な
た
が
知
っ
て

い
る
地
元
の
魅
力
を
、
全
国
に

情
報
発
信
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
発
掘

さ
れ
た
魅
力
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
な
る
こ
と
も
！

日
第
１
回　

10
月
２
日
㈯

　

第
２
回　

10
月
31
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
大
和
庁
舎 

大
会
議
室

講�

中
野
宏
一
氏
（
合
同
会
社
イ
ー

ス
ト
タ
イ
ム
ズ
代
表
社
員
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）

対�

市
内
在
住
の
情
報
発
信
に
興
味

が
あ
る
人

費
無
料

定
30
人
（
先
着
順
）

申�

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る

ぽ
」
の
ロ
ー
カ
ル
魅
力
発
掘
発

信
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
専
用

　

フ
ォ
ー
ム
か

　

ら
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

〆
９
月
24
日
㈮

※�

事
業
の
詳
細
は
、
市
報
４
月
１

日
号
か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
中
心
に

歌
、金
管
、バ
イ
オ
リ
ン
、フ
ル
ー

ト
の
豪
華
共
演
で
す
。
ぜ
い
た
く

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

演�

目　
「
私
の
お
父
さ
ん
」「
落
葉

松
」「
愛
の
喜
び
」
ほ
か

期�

10
月
２
日
㈯　

午
後
２
時
～

　
（
開
場
：
午
後
１
時
）

会�

南
魚
沼
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

　

一
般�

２
，０
０
０
円

　

学
生
券
（
高
校
生
～
小
学
生
）

�

１
，０
０
０
円

チ�

ケ
ッ
ト
販
売　

公
益
財
団
法
人

さ
わ
か
み
オ
ペ
ラ
芸
術
振
興
財

団
、
南
魚
沼
市
民
会
館

問
・�

申 

公
益
財
団
法
人
さ
わ
か
み

オ
ペ
ラ
芸
術
振
興
財
団

☎
０
５
７
０
・
０
２
３
・
２
２
３

　

�（
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
等

設
置
補
助
金
事
業
の
２
次
募
集
を

行
い
ま
す
。

受�

付
期
間

　

９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

補�
助
金
額
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

　

対
象
経
費
の
１
／
４
以
内
の
額

　
（
上
限
８
万
円
）

募
集
予
定
額
　

　

48
万
円
（
６
台
程
度
）

注
意
事
項

 

・�

予
定
額
を
超
え
た
場
合
は
、
希

望
す
る
申
請
者
立
会
い
の
う
え

抽
選

 

・�

交
付
決
定
前
に
事
業
に
着
手
し

た
場
合
は
対
象
外

 

・�

設
置
完
了
後
30
日
以
内
か
令
和

４
年
３
月
31
日
㈭
の
い
ず
れ
か

早
い
日
で
実
績
報
告
書
兼
請
求

書
を
提
出

 

・�

令
和
３
年
度
は
、
こ
れ
以
降
追

加
募
集
な
し

 

・�

交
付
決
定
後
に
補
助
金
を
辞
退

し
た
場
合
、
翌
年
度
の
補
助
申

請
は
不
可
。（
た
だ
し
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
る
辞
退
の

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

　　

自
分
で
着
物
を
着
ら
れ
な
い
人

を
対
象
に
し
た
、
簡
単
な
着
付
け

の
体
験
講
座
で
す
。
ま
ず
は
着
物

の
楽
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
。
着
物
を
着
て
、
イ

ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

10
月
２
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

着
物
を
着
た
ら
、
織
姫
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

※�

早
め
に
昼
食
を
済
ま
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い

10
月
３
日
㈰　

第
一
部

：

午
後
０

時
30
分
～
、
第
二
部

：

２
時
30
分

～
　

牧
之
通
り
を
歩
き
、
紬
語
り
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
中
島
屋
〔
塩

沢
〕
で
昔
話
の
語
り
「
機
巻
天
女
」

「
お
松
っ
つ
ぁ
ま
の
池
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
は
、
午
後

２
時
と
４
時
の
２
回
開
催
さ
れ
ま

す
。

共
通
事
項

会
塩
沢
公
民
館 

和
室
・
研
修
室

対�

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
者
（
18
歳
以
下
は
、
保
護
者

の
同
意
と
送
迎
が
必
要
）

定
各
回
10
人
（
先
着
順
）

費
無
料

講
髙
橋
信
子
さ
ん

持�

着
物
（
礼
装
以
外
で
可
）、
半は
ん

幅は
ば
お
び帯
、
長な
が
じ
ゅ
ば
ん

襦
袢
、
小
物
一
式

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日�

９
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
９
月
15
日
㈬　

正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

問 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３
・
３
７
５
６

南
魚
沼
織
姫
コ
ン
サ
ー
ト

問
・
申 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問 

Ｕ
＆
Ｉ
と
き
め
き
課

☎
７
７
３
・
６
６
５
９

南
魚
沼
市
ロ
ー
カ
ル
魅
力
発
掘
発

信
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

問 

環
境
交
通
課

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー

ブ
等
設
置
補
助
金
事
業

問
・
申 

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

着
物
で
出
か
け
よ
う
～
織
姫
コ
ン

サ
ー
ト
、
紬
語
り
連
携
講
座
～

く
ら
し
・
相
談
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　　　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10

月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
無
料
で
登
記
・
法
律
相
談
に

応
じ
ま
す
。

期�

10
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭　

各
司

法
書
士
事
務
所
の
営
業
時
間

※�

土
曜
・
日
曜
日
に
相
談
を
希
望

す
る
場
合
は
、
各
事
務
所
に
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

会
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

相�

談
内
容　

市
民
生
活
一
般
に
関

す
る
法
律
相
談
（
登
記
・
訴
訟
・

相
続
・
成
年
後
見
・
多
重
債
務
・

悪
徳
商
法
な
ど
）

 

・�

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

 

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日�

９
月
13
日
㈪　

午
後
１
時
～
４

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
接
続

し
な
け
れ
ば
事
業
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

く
み
取
り
便
所
は
、
下
水
の
処

理
が
可
能
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
既
に
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
場
合
で
も
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
ら
速
や
か
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。

 

・�

令
和
２
年
度
末
の
市
内
の
下
水

道
普
及
率
（
下
水
道
が
利
用
で

き
る
人
口
割
合
）
は
99
・
1
％

 

・�
水
洗
化
率
（
下
水
道
を
利
用
し

て
い
る
人
口
割
合
）は
91
・
8
％

利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す

　

市
で
は
下
水
道
接
続
工
事
に
対

し
て
、
百
万
円
を
限
度
と
し
た
融

資
の
利
子
補
給
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は
「
指
定
工
事
店
」

で
　

ト
イ
レ
の
改
造
や
排
水
設
備
工

時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会
大
崎
農
業
会
館
１
階 

和
室

相
人
権
擁
護
委
員

 

・�

中
島
澄
江
〔
下
二
〕

 

・�

小
島
敏
行
〔
天
王
町
〕

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

　

あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
等
学
校
不
登
校
な
ど

に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～
39
歳

の
若
者
と
家
族

日�

①
９
月
28
日
㈫

　
　

午
後
２
時
～
３
時

　

�

②
10
月
７
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
11
時

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

〆
①
９
月
24
日
㈮

　

②
10
月
５
日
㈫

申�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

他�

相
談
員
が
電
話
・
来
所
相
談
に

随
時
応
じ
ま
す
。

事
は
、
市
が
指
定
し
た
指
定
工
事

店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
は
、
み
な

さ
ん
に
代
わ
っ
て
市
役
所
へ
の
書

類
の
申
請
手
続
き
な
ど
も
行
い
ま

す
。
工
事
は
、
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
は
、
水
に
溶
け
な
い

紙
や
固
形
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
処
理
場
な
ど
で
、
タ
オ
ル

や
お
む
つ
な
ど
が
ポ
ン
プ
を
詰
ま

ら
せ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
下
水
道
に
灯
油
や
て

ん
ぷ
ら
油
を
流
す
と
処
理
に
影
響

が
出
ま
す
の
で
、
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
と
交
付
、

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
交
付

は
、
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。（
状
況
に
よ
り
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

開
設
日
時

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

　

10
月
20
日
、
27
日

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

日
曜
窓
口

　

10
月
３
日
、
10
日

　

午
前
９
時
～
正
午

※�

選
挙
な
ど
に
よ
り
、
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

受
付
窓
口
　
市
民
課

申�

受
付
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

　

☎
７
８
８
・
１
７
８
０

持

 

・�

通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

 

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

 

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
。
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
２
点
）

 

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

 

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

※�

顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す

問�

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

問 

法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問 

市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、

交
付
な
ど
の
時
間
外
・
日
曜
窓
口

問
・
申 
新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
・
２
４
４
・
５
１
２
１

司
法
書
士
無
料
相
談
週
間

問 

下
水
道
課 

下
水
道
業
務
係

☎
７
７
４
・
２
７
４
０

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

～
マ
ン
ホ
ー
ル 

町
を
き
れ

い
に 

す
る
と
び
ら
～
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

く
ら
し
の
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
10
月
１
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階 

　

多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

相
談
内
容

 

・�

土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当
権

の
設
定
、
登
記
の
問
題

 

・�

土
地
の
境
界
の
問
題

 

・�

会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
法
人
登

記
の
問
題

 

・�

戸
籍
・
国
籍
の
問
題

 

・�

地
代
、
家
賃
な
ど
の
問
題

 

・�

農
地
関
係
、
土
地
建
物
の
貸
借

 

・�

社
会
保
険
、
労
務
、
年
金
関
係

 

・�

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
、
不
当
な
差
別
な
ど
人
権
の
問
題

 

・�

金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債
務
な
ど

の
問
題

相�

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※�

弁
護
士
へ
の
相
談
は
市
民
課
に
予
約
が

必
要
で
す
。
定
員
は
５
人
（
先
着
順
。

１
人
30
分
程
度
）

　

１
歳
以
降
に
予
防
接
種
を
２
回
受
け
る

こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
感
染
や
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
期
の
対

象
者
は
、
年
長
児
で
す
。
令
和
３
年
度
の

接
種
期
限
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
で

す
。

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、

感
染
者
と
の
接
触
や
、
咳
・
く
し
ゃ
み
だ

け
で
な
く
、
空
気
感
染
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
肺
炎
や
中
耳
炎
、
脳
炎
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
者
の
咳
や

く
し
ゃ
み
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。
重
症

化
す
る
と
、
脳
炎
や
血
小
板
減
少
性
紫
斑

病
な
ど
を
併
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
感
染

し
て
高
い
確
率
で
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
白
内
障
、
心
臓
病
、
難
聴
、
発
育
・
発

達
遅
延
な
ど
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
決
し
て
不
要
不
急
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
身
が
感
染
し
な
い
た
め

だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に
予
防
接
種
を

２
回
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
・
福
祉

午前：月曜～土曜　　 〈受付〉 8：00～11：00　〈診療〉 9：00～
午後：月曜、水～金曜 〈受付〉 12：30～15：00　〈診療〉 13：30～
　　　㊟　火曜　　　 〈受付〉 12：30～15：30　〈診療〉 14：00～

９月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間

◎毎月第 4 月曜日は休診となります。 【問合せ】　城内診療所　☎ 775･2009

問
・
申 
市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

く
ら
し
の
無
料
法
律
相
談
会

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問 

保
健
課

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

２
期
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

月 火 水 木 金 土 日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

来院時はマスク着用を 
お願いします。

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

髙　橋 髙　橋 髙　橋 休  診 休  診

６日 ７日 ８日 ９日 10 日 11 日 12 日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休  診

20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日

休　診 田　中 松　田 休　診 髙　橋 髙橋 休診 休  診

27 日 28 日 29 日 30 日 自宅まで無料で送迎します。（午前の
み。原則城内・五十沢・大巻・大崎地区） 
電話か窓口でお申し込みください。  ◎ 休　診 田　中 髙　橋 髙　橋
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

身
体
障
害
者
手
帳

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、視
覚
・

聴
覚
・
言
語
・
肢
体
不
自
由
・
内
部
機
能

な
ど
の
障
が
い
に
該
当
す
る
と
認
定
さ
れ

た
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要

に
な
り
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１

級
か
ら
６
級
ま
で
の
等
級
が
あ
り
ま
す
。

対�

身
体
の
機
能
に
永
続
す
る
障
が
い
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
に

該
当
す
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・�

指
定
医
師
の
診
断
書
（
３
か
月
以
内
に

作
成
さ
れ
た
も
の
）

※�

指
定
医
師
と
は
都
道
府
県
ま
た
は
政
令

市
の
指
定
を
受
け
た
医
師
で
す

 

・�

顔
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
１

年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

 

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
わ
か

る
も
の

※�

代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
は
申
請
者

の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
も
ご
用
意
く
だ

さ
い

療
育
手
帳

　

知
的
障
が
い
児
・
者
が
各
種
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
手
帳

い
る
人
）

　

②�

診
断
書
（
精
神
障
が
い
に
よ
る
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人
）

※�

代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
は
申
請
者

の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
も
ご
用
意
く
だ

さ
い

共
通
事
項

受
付
窓
口
　

　

�

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

診
断
書
の
用
紙
な
ど
は
受
付
窓
口
に
あ

り
ま
す

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
の
が
困
難

だ
と
思
わ
れ
る
人（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

に
迅
速
な
避
難
支
援
を
行
う
た
め
、「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

名
簿
の
登
録
内
容
と
用
途

　

要
支
援
者
の
名
前
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
・
電
話
番
号
・
避
難
支
援
を
必
要
と

す
る
理
由
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。
行
政
区

な
ど
で
災
害
時
や
地
域
で
の
見
守
り
活

動
、防
災
訓
練
な
ど
の
際
に
活
用
し
ま
す
。

名
簿
へ
の
登
録
手
続
き

　

対
象
者
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

で
す
。
Ａ
と
Ｂ
の
等
級
が
あ
り
ま
す
。

対�

児
童
相
談
所
ま
た
は
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
で
、
知
的
障
が
い
で
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
人

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・�

顔
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
１

年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

※�

申
請
後
、
別
に
指
定
さ
れ
る
日
に
、
南

魚
沼
児
童
相
談
所
（
南
魚
沼
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
）
で
面
接
判
定
を
行
い

ま
す

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

精
神
疾
患
を
持
ち
一
定
の
障
が
い
の
状

態
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
障
が
い
の

程
度
に
よ
り
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
等
級

が
あ
り
ま
す
。

※
手
帳
の
有
効
期
間
は
２
年
間

対�

精
神
に
疾
患
が
あ
り
、
初
診
か
ら
６
か

月
以
上
経
過
し
て
い
る
人
で
、
精
神
障

が
い
の
た
め
長
期
に
わ
た
り
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
制
約
が
あ
る
人

※
知
的
障
が
い
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・�

顔
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
１

年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

 

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
わ
か

る
も
の

 

・�

次
の
い
ず
れ
か

　

①�

年
金
証
書
か
振
込
通
知
書
（
精
神
障

が
い
に
よ
る
障
害
年
金
を
受
給
し
て

登
録　

情
報
提
供
同
意
書
」
を
送
付
し
ま

す
。
同
意
書
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

同
意
し
な
い
場
合
も
提
出
が
必
要
で
す

対�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の
人

（
施
設
、
病
院
な
ど
に
長
期
の
入
所
・

入
院
を
し
て
い
る
人
は
対
象
外
）

 

・�

要
介
護
認
定
3
以
上
の
認
定
者

 

・�

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者

 

・�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
者

 

・�

侵し
ん
し
ゅ
う襲
的
人
工
呼
吸
療
法
・
非
侵
襲
的
人

工
呼
吸
療
法
難
病
患
者

 

・�

頻
回
吸
引
を
要
す
る
難
病
患
者

 

・�

在
宅
酸
素
療
法
難
病
患
者

 

・�

在
宅
人
工
透
析
療
法
難
病
患
者

 

・�

日
常
生
活
動
作
が
低
下
し
て
い
る
か
、

災
害
時
に
移
動
が
困
難
な
難
病
患
者

 

・�

そ
の
他
市
長
が
支
援
を
必
要
と
認
め
た

者
※�

災
害
時
に
は
、
名
簿
情
報
の
提
供
へ
の

同
意
が
な
く
て
も
情
報
を
行
政
区
な
ど

に
提
供
し
ま
す

問 �
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
手
帳
を
交
付
し
ま
す

問 

福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

災
害
時
に
備
え
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
９
月
上
旬
ま
で
に
対
象
者
へ

案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

対�

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
を

希
望
す
る
人
（
接
種
日
に
次
の

①
か
②
に
該
当
）

①
65
歳
以
上
の
人

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
、
ヒ

タ
ー
、
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
で
予
診
票
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※�

医
療
機
関
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
事
前
に
自
宅
な
ど
で
予
診

票
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　

一
覧
表
に
記
載
の
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

持�

保
険
証
・
免
許
証
な
ど
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の

他�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
接
種
開
始
日
や

予
約
の
要
・
不
要
な
ど
各
医
療

機
関
の
対
応
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
療

機
関
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

市
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　　

令
和
３
年
度
中
に
、
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
で
、

今
ま
で
接
種
し
て
い
な
い
人
に
接

種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
券
を
使
用
す
る
と
、
自
己

負
担
額
４
，７
０
０
円
で
接
種
で

き
ま
す
。

有�

効
期
限　

令
和
４
年
３
月
31
日

㈭
ま
で

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
で
免
疫

機
能
に
１
級
相
当
の
障
が
い
が

あ
る
人

自
己
負
担
額　

１
，６
５
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

接�

種
期
間　

10
月
１
日
㈮
～
令
和

４
年
１
月
31
日
㈪

接
種
回
数　

１
人
１
回

接
種
方
法

　

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
に
あ

る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
」
を
記
入
後
、
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

他�

事
前
に
、
保
健
課
、
子
育
て
支

援
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

問 

保
健
課☎

７
７
３
・
６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
お
済
み
で
す
か

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

地
域 医療機関名 予約 電話番号

大　

和

うらさ耳鼻科
クリニック 要 780・4800

萌気園浦佐診療所 不要 777・5222

ゆきぐに大和病院 不要 777・2111

六　

日　

町

五日町病院 要 776・3113

河内医院 不要 772・2355

齋藤記念病院 不要 773・5111

城内診療所 不要 775・2009

藤島眼科医院 不要 772・2059

南魚沼市民病院
（予約 10 月 1 日～） 要 788・1222

※14：00～16：00

六日町こども
クリニック 要

775・7171
※13：30～15：30
ウェブ予約が必要

萌気園二日町診療所 不要 778・0088

やすかわ整形外科 要 781・5320

米倉医院 不要 778・1121

塩　

沢

荒川診療所 不要 782・0524

あんべクリニック 不要 782・5355

今泉記念館
ゆきあかり診療所 不要 788・0760

風間内科医院 不要 782・6688

中之島診療所 不要 782・0130

高齢者インフルエンザ予防接種
実施医療機関一覧表
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